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はじめに

１９４６年１１月に発表された「第一次近代化・

設備計画についての一般報告」の第一部第一章

の見出しが「近代化か衰退」であったように，第

二次世界大戦後のフランスが抱える課題の一つ

は，戦前からの経済の遅れを克服すること，す

なわち経済を近代化することであった。こうし

た課題を抱えて１９４７年から第一次近代化計画

が始められ，１９５４年からは第二次近代化計画

が実施された。フランス経済の近代化のため，

第一次近代化計画では６つの基礎部門（石炭，

電力，鉄鋼，セメント，輸送，農業設備）への

重点的な投資が行われ，引き続き第二次近代化

計画ではフランス経済にダイナミズムを回復さ

せることを目標として，基礎活動として科学技

術研究の発展，産業企業の専門化と供給・生産

条件の強化など５つの目標が掲げられた１）。

こうした近代化への努力とともに，計画では

国際収支の均衡がもう一つの重要な課題として

設定された。もちろん，この課題はフランスに

限られたものではなく，第二次世界大戦後の世

界において，ドル不足に苦しむ全ての国にとっ

て克服すべき重要な課題であった。しかしなが

ら，フランスにおいてはとりわけ戦争による打

撃が大きく，このため戦争直後から深刻な物資

不足に陥り，ドル地域への輸入依存が強められ

ることになった。従って，国際収支均衡の課題

は，ドル地域からの輸入の縮小と輸出拡大に

よって達成されるべきであり，そのためには産

業の近代化と競争力の強化が求められることに

なった。

ところで，かかる課題達成を目標に近代化計

画が実施された１９５０年代にはフランスの対外

経済関係が大きく変化した。１９４７年６月の

マーシャル・プランの発表とアメリカの対ドイ

ツ政策の転換を受けて，フランス外相シューマ

ンは５０年にヨーロッパ諸国の石炭と鉄鋼の生

産を最高機関の下に管理する構想を発表した。

この構想には西ドイツの他にイタリア，ベル

ギー，オランダ，ルクセンブルクが賛同し，翌

年の４月には欧州石炭鉄鋼共同体（ECSC）の設

立条約がパリで調印された。その後，欧州統合

の動きとしては，５５年のメッシーナ外相会議

で統合に向けた行動計画が議論され，翌年のブ

リュッセル外相会議で欧州経済共同体（EEC）

と欧州原子力共同体（EURATOM）の設立を内

容とする「スパーク報告」の提案が行われた。こ

うした動きの中で，フランスはこの提案を受け

入れ，５７年に大陸ヨーロッパ諸国と EEC を結

成し，加盟国との貿易を通じて急速な経済成長

を達成した。

このように，フランスは５０年代に入り，大

陸ヨーロッパ諸国との経済関係を強化したが，

他方で，植民地体制の崩壊という戦後状況の中

で４６年に「フランス連合」を形成し植民地に対

する政治・経済的支配の継続を図り，大国とし

ての地位を維持してきた。しかしながら，５０

年代の旧植民地での民族解放戦争は政治的支配

を困難にし，こうした中で政治的関係の弱化を

１）拙稿「戦後再建期のフランス貿易」『アルテス
リ ベ ラ レ ス』，第６７号，２０００年，１３８－１３９頁
参照。
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財政，経済，社会，文化的関係の強化によって

補おうとする考えがフランスで現れてきた。こ

の考えは「ユーラフリック」と呼ばれ，両大戦間

期から西ヨーロッパ諸国をアフリカ植民地の開

発に参加させるために検討されていたが，

EEC 設立に際してのヨーロッパ諸国との議論

の中でフランスにより持ち出された。フランス

は先の「スパーク報告」を検討した５６年５月の

ベネツィア会議で，海外領土の共同市場への統

合を共同市場締結の前提条件として提起した。

この提起は西ドイツとオランダの強い反対に

遭ったが，結果的にはローマ条約の第４部にア

フリカ諸国とマダガスカルの EEC との連合が

規定されることになった２）。

本稿は，こうした５０年代の変化がフランス

の貿易構造にどのように現れ，それがフランス

の近代化計画が課題とした産業の近代化と競争

力の強化にどのような影響をもたらしたかを

５０年代の対ヨーロッパ貿易において最も重要

な貿易相手国となった西ドイツとの貿易を中心

に考察する。

� フランスの工業製品貿易の特徴と世界市場
での地位

まず，フランスの工業製品貿易を中心にフラ

ンス産業の世界市場での地位の変化を見ること

にしよう。フランスは，第一次世界大戦前まで

は工業製品輸出額でイギリス，ドイツに次いで

世界第三位の地位を占めていたが，その後地位

を徐々に低下させた。１９２０年代に入ると合衆

国に抜かれ，３０年代には日本にも追い抜かれ

ることになった。この結果，１９２０年代末まで

は１０％ を超えていたフランスの比率は３６／３８

年には５．９７％ に減少した。

こうした落ち込みからの回復は，第二次世界

大戦後のフランス経済の重要な課題となった。

このため，近代化計画は基礎部門への重点的投

資を行い，生産と輸出の拡大を目指した。この

結果，１９３０年代に低下した輸出シェアは，第

二次世界大戦後に上昇したが，１９２０年代の水

準に回復できず，１９５５年の比率は６．７６％ に留

まった。近代化計画は基礎部門での生産の拡大

を達成したが，世界市場における輸出シェアの

回復までには至らなかった３）。１９５０年から５８

年を通じて工業生産高は年平均で５．３％ 成長し

たが，工業製品の輸出伸び率では３．８％ に留

まっていた４）。

ところで，世界の工業製品輸出額に占めるフ

ランスの比率の低さは，すべての工業製品で見

られるのだろうか。この点を工業製品の主要輸

出国１３カ国の輸出額に占めるフランスの比率

で見ると（表１），工業製品全体では１８９９年以

後１９２９年までは１０％ を超えていたが，３７年

に５．８％ へと大きく比率を低下させ，しかもそ

の低下はすべての品目で見られた。しか

し，１９５７年になると再び比率を上昇させ，い

くつかの品目では２９年に占めた比率を凌駕し

た。２９年の比率を超えた品目としては，金

属，自動車，その他輸送用機械があり，５７年

の比率は自動車が１２．４％，金属も１１．０％ に達

している。

これに対して戦前において最大の輸出部門で

あった「繊維・衣服」は，１９２９年に１５．５％ を占

めていたが，３７年には６．６％ へと比率を大き

く減少させた。この部門は表では糸，織物，衣

服に分かれているが，このうち３７年の比率の

低下は衣服で特に大きく，第一次世界大戦以前

には２０％ を超える比率を記録していたが，３７

年には２．８％ に激減した。しかし，この品目も

２）Pierre Guillen,“L’avenir de l’Union fran�aise
dans la n�gociation des trait�s de Rome”, Rela-
tions internationals, no ５７, printemps １９８９, pp.
１０３-１０５.また，小島健『欧州建設とベルギー』日
本経済評論社，２００７年，３０７-３０８頁を参照。

３）P. Bairoch, “La France dans le context in-
ternational : politique commercial et commerce
ext�rieur１８９０-１９９０”. Le commerce extérieur fran-

de Meline � nos jours, Paris,１９９３, p.２７.
４）A. S. Milward, The European Rescue of the Nation-

State, London,１９９２, p.１２９.
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また戦前の水準に及ばないものの５７年に

１０．３％ に比率を上昇させた。糸と織物も３７年

の落ち込みから５７年に回復している。戦前に

おいて「繊維・衣服」に次いで高い比率を占めて

いた化学製品も１９２９年の１４．１％ から３７年の

９．９％ に比率を低下させ，５７年には８．６％ と

なった。しかし，比率を低下させたとはいえ，

なお化学製品の中でも完成品は５７年に１１．８％

を占めている。かかる比率の維持は香水と化粧

品の輸出によるものであった５）。

こうした変化とともに注目される点は，機械

の比率の低さである。機械は「金属・金属製品」

部門の中で第二次世界大戦前から最も低い比率

であり，１９２９年においても５．２％ のシェアし

か占めておらず，３７年には２．５％ まで比率を

低下させた。５７年には３７年の水準を回復した

が，４．５％ に留まっている。

このように，フランスの工業製品の中で，金

属，自動車，その他輸送用機械は１９５７年に２９

年に得ていた世界市場でのシェアを回復，凌駕

したが，それ以外の部門では，戦前の水準に達

しなかった。特に繊維・衣服，化学製品のシェ

アの低下は大きく，このため工業製品全体での

輸出シェアを上昇させることができなかった。

しかし，繊維・衣服はシェアを低下させたとは

いえ，５７年には依然として最大のシェアを維

持し，それに化学製品が続いており，従って，

戦前からの輸出産業であった繊維工業や化学工

業は，この段階でも重要な輸出産業としての地

位を占めていた。

しかしながら，フランス産業の付加価値額に

占める比率で見ると，世界市場でのシェアの大

きさとは異なった特徴が看取される。すなわ

ち，１９３８年に２１．８％ を占め最大の比率であっ

た「繊維，衣服，皮革」部門が５２年に１１．５％ へ

と大きく比率を低下させたのと対照的に，金属

加工産業が同時期に２０．２％ から２７．２％ に比率
５）P. Bairoch, op. cit ., p. ２７参照。

１８９９ １９１３ １９２９ １９３７ １９５７

工業製品全体 １４．４ １２．１ １１．２ ５．８ ７．８

金属・金属製品 ７．８ ７．０ ７．６ ４．５ ７．２

内 金属 ７．３ ５．４ ９．９ ６．２ １１．０

機械 ５．６ ４．１ ５．２ ２．５ ４．５

自動車b ６．８ １５．１ １１．８ ６．５ １２．４

その他の輸送用機械 ５．０ ２．９ ５．４

その他の製品 １１．９ ８．４ ９．２ ５．８ ７．７

化学製品 １３．２ １３．３ １４．１ ９．９ ８．６

内 半製品 １２．９ １１．８ １０．５ ９．１ ６．９

完成品 １４．１ １６．７ １９．２ １０．９ １１．８

繊維・衣服 １６．６ １４．８ １５．５ ６．６ １０．３

内 糸 ５．４ １０．６ １８．４ ８．９ １６．４

織物 １８．９ １４．１ １６．０ ７．２ ８．４

衣服 ２２．１ ２１．５ １１．９ ２．８ １０．３

その他の製品 １９．８ １５．９ １０．９ ６．１ ７．９

内 半製品 ２１．４ １５．３ １０．８ ５．９ ５．８

完成品 １９．４ １６．１ １１．０ ６．２ ９．１

表１ 主要１３カ国aの工業製品輸出に占めるフランスの比率（％）

出所： P. Bairoch,“La France dans le contexte international : politique commerciale et commerce ext�rieur 1890-1990,”
Le commerce extérieur fran�ais de Meline � nos jours, Paris, １９９３, p.２７.

ａ：１３カ国は以下の通り。ドイツ，ベルギー（＋ルクセンブルク），カナダ，合衆国，フランス，インド，イタリア，日本，オ
ランダ，イギリス，スウェーデン，スイス。

ｂ：１８９９年と１９１３年の自動車は，輸送用車両全体。
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を上昇させ，フランス最大の産業としての地位

を占めた６）。金属産業の中で鉄鋼業は第一次近

代化計画で重点的な投資の対象とされ，フラン

ス経済の復興を支える位置づけを与えられてい

たが，こうした付加価値額に占めるフランス産

業の比率の変化は近代化計画の成果を示してい

る。

以上に見たように，工業製品輸出に占めるフ

ランスの比率は１９５０年代には１９２９年の水準ま

で回復できず，戦前に最大のシェアを占めた繊

維・衣服が５７年にも産業部門としては依然と

して最大のシェアを占めていた。しかし，近代

化計画が進められる中で，重工業の発展が見ら

れたことも事実であり，こうした変化が５７年

の金属・金属製品部門の機械，自動車の輸出に

占めるフランスのシェアの回復，増大に結びつ

いたといえる。以下，５０年代の貿易構造の変

化を植民地とヨーロッパに即して考察すること

にしよう。

� フランス外国貿易の変化

１．植民地との貿易関係の強化

フランスは，第二次世界大戦後においても形

を変えながら植民地支配を維持し，貿易関係を

強化していった。特に，戦前から植民地をフラ

ンス製品の重要な販売市場として，また食料品

の調達先として位置づけていたフランスにとっ

て，戦後においてもかかる関係を維持すること

は切実な課題であり，１９４６年には「フランス連

合」を形成し，植民地の再編を図った。１９４６年

に成立した第四共和制憲法第６０条は「フランス

連合は，フランス本土，海外の県および領土を

含むフランス共和国ならびに加盟諸国をもっ

て，これを形成する。」と述べ，これによって植

民地はフランス連合に組み込まれることになっ

た。さらに，憲法は，旧植民地を海外県，海外

領土，連合加盟国の各グループに分けた。こう

した植民地の再編を通じてフランスは戦後にお

いても支配を維持，継続しようとした。この

内，フランス最大の植民地であるアルジェリア

は特別な地位を与えられ，モロッコとチュニジ

ア，インドシナは連合加盟国，マルティニク，

グアドループ，ギアナ，レユニオンが海外県を

構成し，残りの旧植民地が海外領土とされ

た７）。

以上の再編の下で，植民地との貿易関係の強

化は，まず工業製品の輸出の増大に見られた。

『フランス統計年鑑』の貿易統計では工業製品は

大きく設備完成品と消費完成品に分けられ，植

民地は１９５５年からフラン圏８）として発表されて

いる。完成品のうち１９３０年代は設備完成品，

消費完成品のいずれも６割前後が外国に輸出さ

れていたが，戦後はフラン圏の比率が外国向け

輸出比率を凌駕する逆転現象が看取された。自

動車，機械などの設備完成品では４９年までフ

ラン圏への輸出比率が外国の比率を上回り，５０

年以降逆転するが，５１年にも対フラン圏輸出

比率は４９．４％ を占めていた。繊維製品が中心

の消費完成品については４８年以後対フラン圏

輸出比率が５０％ を超え，５１年には５８．２％ を

占めていた９）。このように，戦争直後からフラ

ン圏への輸出が工業製品を中心に増大した結

果，フランスの輸出総額に占めるフラン圏の比

率は１９３８年の２７．４％ から５２年には４２．２％ に

大きく上昇し，これに対して３８年に５５．５％ を

占めていたヨーロッパの比率は１９５２年には

３８．８％ に減少した。こうしたフラン圏への輸

出品の伸びを１９４６年から５２年について輸出数

量（トン数）で見ると，自動車が７倍，機械３．８

６）INSEE, Mouvement économique en France de 1944
�1957 , Paris, １９５８, p. ７２, p. １５４.

７）拙著『フランス対外経済関係の研究』八朔社，１９９６
年，３２９-３３２頁。

８）フラン圏は，１９５５年の貿易統計からそれまで
の海外フランス連合領土（Territoires de l’Union
fran�aise outre-mer）に代わって使用された。前
掲拙著，３４１頁。

９）前掲拙稿，１３７頁。
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倍，衣 服１１．９倍，綿 織 物４．５倍，化 学 製 品

５．５倍，鉄と鋼２０倍，セメント２２．５倍とな

り１０），工業製品以外でも鉄と鋼やセメントなど

旧植民地の戦後の経済開発に必要な工業原料・

半製品の輸出が急増したことがわかる。

植民地の輸出市場としての重要性に対して，

植民地からの輸入比率は輸出に比べると低い

が，５０年代になお全体の４分の１を占めてい

た。しかも，工業原料と食料品については，戦

争直後から輸入の多くを植民地に依存してい

た。例えば，原料については，１９４６年から５２

年に外国からの輸入額（時価フラン）が５．２倍で

あったのに対して，植民地からは１１．２倍に増

えている。食料品は，この時期のフランスの輸

入総額の３割近くを占め，この内植民地からの

割合が１９４６年には４割であったが５２年には６

割以上に増大し，鉱物原料も４６年から５２年に

５０％ から７０％ 近くに比率を上昇させた。以上

のように植民地は戦争直後のフランスにとって

重要な輸出，輸入市場として位置づけられた。

こうした状況の中で，多くの国民も植民地を維

持することを好意的に受け止めており，１９４９

年に行われた「国民統計協会」の調査に対しては

以下の回答がなされている。すなわち，「協会」

が２００の自治体の４,１９３人の住民に対して４９

年１１－１２月に行った，フランスは「植民地をも

つのが得か」どうかとの質問に８１％ の人が「ウ

イ」と答えたのである１１）。

２．１９５３年からのフランス貿易構造の変化

フランスの貿易は，１９５１年まで輸出，輸入

ともに増大したのち，５２年，５３年と減少し，

これ以後輸出では５６年の減退を除けば増大

し，輸入は５４年から一貫して拡大するという

展開を見せる。こうした流れの中で，フラン圏

との貿易は１９５３年に大きく変化した。この年

には，１９４５年以後初めてフラン圏向け輸出が

減少し，５２年の輸出額に戻ったのは５７年で

あった。フラン圏への輸出の減少と対照的に，

この時期外国への輸出が増大した。以下

で，１９５２年から６１年のフランスの輸出増加率

をフラン圏と外国について見ると，フラン圏へ

の輸出額の増加率は時価フランで５５．７％ の増

大に留まっているが，これに対して外国への輸

出はこの時期から増大し，１９５２年から６１年の

増加率は２１８％ に上った。こうした外国への輸

出の増大はヨーロッパへの輸出拡大によるもの

であり，ヨーロッパがフランスの輸出額に占め

る 割 合 は，１９５２年 の３８．８％ か ら６１年 に は

５６．１％ に上昇した。かかるヨーロッパへの輸

出拡大には，１９５０年から開始された欧州経済

協力機構（OEEC）加盟国での貿易自由化率の上

昇が大きく影響している。ヨーロッパの中で

は，西ドイツとイタリアへの輸出増加率が大き

くいずれも５００％ を超えているが，５３年の自

由化率を見ると，イタリアは１００％，西ドイツ

も９０％ であり，この年の OEEC 平均の７１％

を大きく超えていた。これと対照的に，１９５２

年にフラン圏を除きフランス最大の輸出国で

あったイギリスへの輸出増加率は１０１．８％ であ

り，自由化率も５８％ に留まっていた１２）。この

結果，西ドイツが１９５３年にイギリスを抜いて

フランス最大の輸出市場となった。

こうしたフラン圏への輸出低下と外国への輸

出増大は，さらに工業製品の輸出先の変化をも

たらした。すなわち，１９５２年には主要産業の

内，自動車，電機，金属加工産業ではフラン圏

への輸出量が外国への輸出を凌駕しており，外

国への輸出量がフラン圏への輸出量を上回って

いたのは金属，機械，繊維産業であったが，１９６１

年には上記のすべての部門で外国への輸出量が

１０）J. Marseille,“Empire colonial ou Europe? L’en-
jeu des ann�es１９５０”, Le commerce extérieur fran�ais
de Meline � nos jours, p.８６.

１１）以上は，ibid ., pp.８６-８７による。

１２）OEEC 加盟国の貿易自由化率は，W. A. Brusse,
Tariffs, Trade and European Integration, 1947 −
1957, New York, １９９７, p.８３.
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フラン圏への輸出量を上回った。旧植民地への

工業製品輸出依存の低下とヨーロッパ諸国への

輸出の増加は，戦後の近代化計画を通じてフラ

ンス産業の国際競争力が徐々に上昇してきたこ

とを示しているといえる。

１９５３年以降の輸出の変化に対して，輸入は

フラン圏と外国との間で大きな違いは見られな

かった。１９５２年から６１年に外国からの輸入額

は時価フランで１０８％ 増大したのに対して，フ

ラン圏からの輸入も１０４％ 増大した１３）。フラン

圏からの輸入の多くが食料品や原料であったこ

とから明らかなように，５０年代においてもフ

ラン圏はなおフランスへの一次産品の供給地と

しての役割を演じていた。

以上のように，１９５３年以降のフランス貿易

の展開において外国への輸出拡大が急速に行わ

れ，この結果輸出に占める外国の比率の増大と

フラン圏の輸出市場としての地位の低下が見ら

れることになった。また，外国の中では，戦前

から最大の輸出地域であったヨーロッパへの輸

出が拡大し，さらに，ヨーロッパの中ではイギ

リスに代わり西ドイツがフランスの最大の輸出

市場としての地位を得るという変化がこの時期

に看取された。

以上に見られた貿易構造の変化を踏まえて，

以下でヨーロッパとの貿易の特徴を考察するこ

とにしよう。

� 対ヨーロッパ貿易の変化

１．概観

これまで述べてきたように，フランスにとっ

て植民地は第二次世界大戦後においても輸出，

輸入市場として引き続き重要な意義を有してい

たが，フランス最大の貿易地域は戦前からヨー

ロッパであり，特に輸出市場として重要な位置

を占めていた。輸出品の中心は，繊維製品を中

心とする工業製品と食料品であった。輸出に占

めるヨーロッパの比率は，フランスが植民地と

の関係を強めることになった１９３０年代に入り

低下したが，１９３８年においても５５．５％ に達し

ていた。これに対して，輸入に占めるヨーロッ

パの比率は輸出に比べ小さく，３８年には

３５．７％ であった。このようにヨーロッパの輸

入比率が低かった理由は，アメリカとアジア地

域からの輸入比率が輸出比率に比べ大きかった

ことによる。アメリカの輸入比率は３０年代に

２割前後を占め，アジアも６－９％ を占めてい

た。この内，アメリカからは主として工業原料

と食料品を輸入し，アジアからは工業原料を輸

入していた１４）。

ヨーロッパの中では，イギリス，ベルギー＝

ルクセンブルク，ドイツが第二次世界大戦前に

フランスの三大輸出，輸入市場を構成し，１９２０

年代には対ヨーロッパ輸出，輸入の６割以上を

占め，３０年代にも５０％ 台を維持していた。イ

ギリス，ドイツが３０年代にブロック経済化を

進める中で，フランスの輸出額に占めるイギリ

ス の 比 率 は２９年 の１５．１％ か ら３５年 に は

１０．４％ に低下し，ドイツの比率も同年に９．５％

から６．８％ に減少した。輸入についても同様で

あり，フランスの輸入額に占めるイギリスの比

率は２９年の１０％ から３５年の７．５％，ドイツ

のそれは１１．８％ から８．３％ に低下した。１９４０

年代に入ると，パリがナチスの占領のもとにお

かれる中で，４３年にはフランスの外国貿易の

６０％，４４年には８８％ がドイツ帝国に向けられ

たが，この例外的状況はパリの解放後消滅し，

ドイツとの貿易は大戦直後にほぼ断絶状態と

なった１５）。この状況で，フランスは，「フラン

１３）以上の１９５２年から６１年までの貿易構造の変化
については，J. Marseille, op. cit ., pp. ８８-８９.

１４）第二次世界大戦前のフランス貿易については，
前掲拙著参照。

１５）R. Frank,“L’Allemagne dans le commerce fran-
�ais, ou la tendance s�culaire�l’entente franco-
allemande（１９１０-１９６５）”, H. Shamir（ed.）,France
and Germany in an age of crisis 1900−1960, Nether-
lands,１９９０, p.３７.
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ス連合」として再編した旧植民地との貿易を拡

大するとともに，ヨーロッパとの貿易の強化を

図った。戦後直後からフランスの外国貿易は，

合衆国への輸入依存を強めた結果，貿易赤字の

増大という困難な状況に陥っており，かかる状

況を解消するためにも，ヨーロッパとの貿易を

拡大することが重要な課題となった。しか

し，１９５７年までは依然として合衆国がフラン

スの最大の輸入相手国としての位置を占め続け

た。

ヨーロッパ諸国の中では，イギリスが１９４８

年から５２年までは旧植民地を除けばフランス

第一の輸出先であり，輸入では４８年から西ド

イツが最大の輸入国としての地位を占め，これ

にベルギー，イギリスが続いている。このよう

に，戦後においてもフランス貿易の主要な相手

国はヨーロッパではイギリス，ベルギー，ドイ

ツの三国であったが，このうち輸出市場として

重要な地位を占めていたイギリスとの貿易

は，１９４７－４８年から輸出，輸入両面で以下の

ような困難を抱えることになった。すなわち，

輸出では，イギリスへの伝統的な輸出品であっ

た絹織物，下着，ワインのような高級品が，こ

の時期イギリス政府が採用した緊縮政策により

輸入禁止ないし制限されたことから輸出不可能

に陥り，輸入でも，フランスの主要な輸入品で

あった石炭がイギリスの石炭危機により輸入が

不可能になった１６）。こうして，戦前からの英仏

貿易関係の継続が困難になる一方で，西ドイツ

への輸出額が１９４９年の３億９，３００万フランか

ら５０年には８億４，３００万フランへと倍増し

た１７）。

しかも，１９５０年は OEEC 加盟国で貿易自由

化措置が実施された年であり，加盟各国は輸入

品の５０％ について輸入禁止と割り当てを廃止

した。この措置はフランスの対西ドイツ貿易拡

大に弾みをかけ，５３年には西ドイツへの輸出

額がイギリスへの輸出額を凌駕した。この年の

６月には西ドイツの輸入自由化率は９０％ に達

している。こうして，フランスにとって，西ド

イツはヨーロッパ内での最大の貿易相手国とし

ての地位を占めることになった。以下，対ヨー

ロッパ貿易の変化を西ドイツとの貿易を中心に

考察することにしよう。

２．対西ドイツ貿易の特徴

フランスの西ドイツへの輸出額は，１９４７年

には輸出総額の１％ にも満たない５，９００万フラ

ンであったが，翌年には輸出総額の５％ の２億

３，４００万フランに増大し，ECSC 成立前年の５０

年に輸出総額の８％ の８億４，３００万フランへと

増大した。この後，５１年，５２年には輸出額の

減少が見られるが，５３年から再び輸出額は増

大し，この年にアルジェリアを除けばフランス

最大の輸出相手国になった。これに対して，輸

入では，西ドイツは早くも１９４８年からフラン

スのヨーロッパで最大の輸入相手国であった。

４７年の輸入額は１億５，２００万フランで４９年に

は輸入総額の７％ の６億８，４００万フランに増大

し，５１年には１０億フランを凌駕した。こうし

た対西ドイツ貿易の拡大により，フランスの貿

易額に占める西ドイツの比率は，ＥＥＣ成立の

５８年には輸入では１１．７％，輸出でも１０．５％ に

上昇した１８）。

図１は，フランスの対西ドイツ貿易品を農産

物加工品，原料・半製品，工業製品の３つの部

門に分けて，その構成を１９５５年から６４年につ

いて示したものであるが，独仏貿易の特徴とそ

の変化が明瞭に看取される１９）。フランスから西

ドイツへの輸出では，５５年に輸出の４割を超

え，最大の輸出部門であった原料・半製品が

１６）Ibid., p. ３７.
１７）INSEE, Le mouvement économique en France

1949−1979, Paris, １９８１, p.１７７.

１８）Ibid., p. １７７.
１９）１９５０年から５２年までのフランスの対西ドイツ

貿易の品目別構成については，S. Lef�vre, Les
relations économiques franco-allemandes de 1945 �
1955 , Paris, １９９８, p. ４６８の Tableau D, E を
参照。これによれば，５０，５１年の最大の輸出
品は農産物であり，５０年には輸出額の３８％ を
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徐々に比率を低下させ，これに代わって工業製

品の割合が５５年から５８年にかけて２０％ 増大

し，以後６割前後の比率を占めている。また，

農産物加工品は５５年には２割近くを占めてい

たが，５０年代後半にかけて徐々に比率を減少

させた。次に西ドイツからフランスへの輸出を

見ると，工業製品が５５年から５８年にかけて６

割を占め最大の輸出部門であるが，この比率は

５９年から上昇し６４年には８割近くに達してい

る。原料・半製品の輸出も５８年までは４割近

くを占めていたが，それ以降工業製品とは対照

的に比率を減少させた。農産物加工品について

は，西ドイツは僅かな割合しか輸出していな

い。以上のように，対西ドイツ貿易が発展する

中で，フランスからの工業製品の輸出拡大とと

もに同じく西ドイツからの工業製品の輸出が見

られることになった。

以下，西ドイツとの貿易の特徴を主要な貿易

品目を示す表２―１と表２－２を用いてより詳し

く見ることにしよう。これによれば，１９５５年

の輸出でフランス最大の輸出部門である原料・

半製品の内，最大は鋳鉄，鉄と鋼であり，これ

に固形鉱物燃料が続き，これらをあわせた比率

は４２．３％ に達している。この輸出の増大に

は，フランスが併合していたザールからの輸出

が重要な役割を果たしていた。フランスは，１９４８

年４月から５９年７月までザールを関税面で併

合し，ここからの輸出はフランスの統計に含ま

れ，石炭，鋳鉄，鋼などの原料と中間財が西ド

イツに輸出されていた２０）。このため，図１に見

られるように，６０年以降になると，フランス

の輸出に占める原料・半製品の割合は大きく減

少することになった。

占め，輸入では，石炭，鉄鉱石が５０年に５０％
を占め最大であり，これに機械・電気工業が
２５％ で続いている。この構成を図１と比較す
れば，５０年代後半から農産物の輸出比率の低
下と，工業製品の輸出増加が見られることに
なった。

２０）R. Frank, op.cit., p.３９. Le Royaume-uni et l’Alle-
magne occidentale dans les exportations fran-
�aises,Notes et études documentaires, no.２６１５,１９５９,
p.１４.

図１ フランスの対西ドイツ貿易品の部門別構成

出所： J.F.-Eck, Les enterprises françaises face à l’Allemagne de 1945 à la fin des années 1960 , Paris, 2003, p,226,
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１９５５年において，次に重要な輸出部門であ

る工業製品の内，最大のものは繊維製品であ

り，絹糸，毛糸，亜麻布と絹，毛，亜麻生地を

合わせて８．１％ を占めている。繊維製品は，戦

前からのフランスの代表的な輸出品であるが，

戦後においても対西ドイツ貿易で主要な輸出品

としての地位を占めた。これに対して，近代化

が強く求められていた機械を中心とする設備完

成品の輸出は，自動車，二輪車が１％ で最大の

比率であることに示されるように，僅かな輸出

に留まっている。最後に，農産物では，穀物

（主に小麦）が６％ を超え，それに飲料が続いて

いる。

次に輸入について見ると，西ドイツからの最

大の輸入部門である工業製品の中心は機械であ

り，様々な機械が輸入されている。輸出に比べ

ると，金額，比率ともに大きく，近代化の遅れ

ていたフランスにとって西ドイツからの機械輸

入は重要な意義を有していた。機械の中では，

化学，製紙，繊維機械の比率が最も大きく，ほ

輸出 （％） 輸入 （％） 収支

穀物 １０，８０５，２８４ （６．１） ７，３４５ （０．０） １０，７９７，９３９

飲料 ６，４７９，６０９ （３．７） ５０２，６３６ （０．３） ５，９７６，９７３

固形鉱物燃料ほか ２７，１２３，９８３ （１５．３） ５１，６２９，９７８ （３３．５） －２４，５０５，９９５

有機化学製品 ８８１，６７３ （０．５） ６，５６９，７４４ （４．３） －５，６８８，０７１

木材，細工物 ７，１６５，２３９ （４．０） １，１４９，３９０ （０．７） ６，０１５，８４９

繊維原料 ４，１３７，００８ （２．３） ６０１，８４９ （０．４） ３，５３５，１５９

絹糸，毛糸，亜麻布 １１，８０３，４０７ （６．７） ６６７，５２０ （０．４） １１，１３５，８８７

絹，毛，亜麻生地など ２，４７３，８３４ （１．４） ６２７，６３８ （０．４） １，８４６，１９６

鋳鉄，鉄と鋼 ４７，７４３，０８７ （２７．０） ７，１０２，３１１ （４．６） ４０，６４０，７７６

ボイラー，モーター，ポンプ ７３４，０１８ （０．４） ２，７６３，０８５ （１．８） －２，０２９，０６７

巻き上げ機，砕石機 ３０４，７５０ （０．２） ３，８４３，７１５ （２．５） －３，５３８，９６５

化学，製紙，繊維機械 ６８８，６８５ （０．４） ８，８１９，１８７ （５．７） －８，１３０，５０２

工作機械 ３２８，５６７ （０．２） ８，６８９，７７４ （５．６） －８，３６１，２０７

発電機，エンジン，変圧器 ７３６，４１０ （０．４） ３，９８４，５５７ （２．６） －３，２４８，１４７

電気機械 ２３６，００５ （０．１） ２，８１８，２５０ （１．８） －２，５８２，２４５

自動車，二輪車 １，６８７，６４８ （１．０） ５，０６４，７８７ （３．３） －３，３７７，１３９

合計 １７６，９４２，７４９ （１００．０） １５４，０２５，７０９ （１００．０） ２２，９１７，０４０

輸出 （％） 輸入 （％） 収支

穀物 １０，８８０，１８４ （４．８） １７，７９０ （０．０） １０，８６２，３９４

飲料 ８，１２０，９６３ （３．６） ６４０，０５４ （０．２） ７，４８０，９０９

固形鉱物燃料ほか ２８，２４７，５８８ （１２．６） ８５，１６５，６７９ （３１．１） －５６，９１８，０９１

羊毛 １９，６９１，０４３ （８．８） ３２３，１９０ （０．１） １９，３６７，８５３

鋳鉄，鉄と鋼 ６６，４４３，１３５ （２９．６） ２８，２４５，５１１ （１０．３） ３８，１９７，６２４

ボイラー，機械 １１，９０９，３９１ （５．３） ６５，９１４，９２６ （２４．０） －５４，００５，５３５

電気機械，電気器具 ５，４７８，７３５ （２．４） １１，２６１，７３１ （４．１） －５，７８２，９９６

自動車、二輪車 ５，８１２，６２９ （２．６） １０，５２６，１３０ （３．８） －４，７１３，５０１

航空機 ６，５３１，９８０ （２．９） － － －

合計 ２２４，５２２，３２９ （１００．０） ２７４，２０２，２８６ （１００．０） －４９，６７９，９５７

出所： France. Direction g�n�rale des douances et droits indirects, Tableau général du commerce extérieur, ann�e １９５５,
pp.６７６-６７８ より作成。

出所： France. Direction g�n�rale des douances et droits indirects, Tableau général du commerce extérieur, ann�e １９５８,
pp.５７０-５７２ より作成。

表２－１ フランスの対西ドイツ貿易の主要品目（１９５５年）
単位： 千フラン

表２－２ フランスの対西ドイツ貿易の主要品目（１９５８年）
単位： 千フラン
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ぼ同じ比率で工作機械が続いている。また，フ

ランスの機械輸出の中では最大の輸出額を占め

ていた自動車，二輪車も西ドイツから大量に輸

入されていた。こうして，機械貿易ではフラン

スは西ドイツからの輸入に大きく依存してい

た。工業製品に次いで大きな比率を占めた原

料・半製品のほとんどは固形鉱物燃料であ

り，５５年の輸入に占める比率は３３．５％ に達し

ている。輸入額も輸出額の２倍近くであり，そ

の結果この品目でのフランスの貿易赤字額は

２４０億フランに上っている。

このように，機械製品，固形鉱物燃料ではフ

ランスが輸入超過であったが，フランスの主要

輸出品の鋳鉄，鉄と鋼，繊維製品および農産物

はフランスの輸出超過であった。輸出超過と

なったこれらの輸出品は戦前からのフランスの

代表的な輸出品であり，５０年代においても対

西ドイツ貿易で重要な輸出品としての位置を占

めた。中でも，鋳鉄，鉄と鋼は，ザールからの

輸出を含んで４００億フランを超える黒字を生み

だし，この結果５５年の対西ドイツ貿易は２２９

億フランの黒字となった。

１９５８年は，輸出品に占める工業製品の比率

の上昇が見られたが，かかる上昇は機械類の輸

出額の増大によるものであった。５５年には僅

かな輸出額に留まっていた機械類の輸出が拡大

したことは，フランスの機械工業が徐々にでは

あるが，輸出競争力を持ちつつあることを示し

ている。しかし，ボイラー，機械ではなお圧倒

的に西ドイツに依存し，赤字額も５４０億フラン

に達している。西ドイツは，ヨーロッパ諸国へ

の機械輸出国であったが，中でもフランスは

１９５５年以後最大の輸入国であり，５７年には西

ドイツの機械輸出額の９．１％ を占めていた２１）。

機械の中では，金属加工機械（工作機械）の輸入

が大きく，５５年の西ドイツの工作機械輸出額

に占めるフランスの比率は１２．１５％ に達し，第

一位であった２２）。

工業製品輸出の増大と対照的に輸出比率を低

下させた原料・半製品は固形鉱物燃料であり，

輸出額が５５年と大きく変わらなかったことか

ら，輸出比率を減少させた。この産品は輸入に

占める比率も５５年に比べ低下させたが，輸入

額が大きく増大したことから赤字額は５５年の

２倍以上に達し，５６９億フランに上っている。

これに対して，鋳鉄，鉄と鋼は輸出額，輸出比

率ともに増大した。かかる輸出増大には，西ド

イツの次の事情が大きく影響した。すなわち，

西ドイツの工業製品輸出の発展に伴い，西ドイ

ツ鉄鋼業の供給不足が顕在化し，この結果フラ

ンスからの輸出がベルギーと並んで増大するこ

とになった２３）。

次に農産物も工業製品の輸出増で輸出に占め

る比率を減少させたが，依然として重要な輸出

品であり，対西ドイツ貿易において鉄と鋼と並

んで重要な貿易黒字を生み出す産品であり，中

でも穀物の貿易黒字は５５年と同様に１００億フ

ランを超えた。しかしながら，貿易収支を全体

として見ると，機械の輸入額が大きく増大した

ことから，５８年のフランスの貿易赤字は４９６

億フランを記録した。

このような変化を見せながら，フランスの対

西ドイツ貿易は５０年代に大きく発展した。か

かる西ドイツへの輸出を中心に ECSC 諸国へ

の輸出が増大した結果，フランスの輸出に占め

る ECSC の比率は１９５１年の１５．４％ から５６年

には２４．８％ に拡大した。これに対して，５１年

に８．１％ を占めていたイギリスへの輸出は減少

し，その比率は５６年に６％ へと低下した２４）。

西ドイツは１９５０年代にイギリスに代わりフラ

２１）Le commerce ext�rieur de l’Allemagne occiden-
tale depuis １９５４, Etudes et Conjoncture, no. ５,
Mai １９５９, p. ５６２.

２２）古内博行『現代ドイツ経済の歴史』東京大学出版
会，２００７年，９８頁。

２３）A.S. Milward, The Rise and Fall of a National
Strategy 1945-1963, London, ２００２, p.１８５.

２４）A.S. Milward, The European Rescue of the Nation-
State, op.cit., p.１６９.
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ンス最大の貿易相手国になった。こうした貿易

相手国の交代について，フランクは，英仏貿易

が同タイプの製品製造（自動車，航空機など）と

いう競合的な性格を有していたのに対して，西

ドイツとの間では補完的な貿易関係が存在して

いたことから相互に貿易の拡大が見られた点を

指摘し，さらに，西ドイツ向け輸出が増大した

自動車，航空機などの製造部門はもっともダイ

ナミックな部門であり，このため輸出のペース

も消費財などの輸出品に比べると急速に拡大し

たと述べている２５）。

以上のように，フランスは，アメリカの対ド

イツ政策の転換を受けて１９５０年代以降西ドイ

ツとの関係を強める中で、貿易を拡大すること

になった。フランスは５０年代前半には農産物

と石炭，鉄鋼や製造品では繊維製品を主として

輸出し，後半からこれらの産品に加えて機械な

どの設備完成品を輸出した。これに対して，輸

入では，フランス工業の発展に伴う西ドイツか

らの石炭の大量輸入とともに，機械製品を輸入

した。工作機械を中心とする機械の輸入は，フ

ランス産業の近代化と国際競争力の強化を徐々

にもたらし，５０年代後半からは輸送用機械に

加えて電気機械など一部機械製品の輸出を実施

しうるまでになった。

おわりに

フランスは戦前において経済面での弱さを抱

えながらも多くの植民地を支配することで大国

としての地位を維持してきた。しかし，戦後の

植民地での民族主義の高まりはフランスの植民

地でも見られ，これによりフランスは戦前と同

様な植民地支配を行うことは困難となった。こ

のように大きく変化する戦後状況の中で，フラ

ンスは早くも１９４６年に「フランス連合」を形成

し，植民地の支配体制の維持を図り，経済的関

係を強化した。中でも，貿易関係が強化され，

フランスの貿易に占めるフラン圏の比率は，１９５０

年代を通じて輸出では３０％ を超え，輸入でも

２５％ を超え，戦前に占めていた比率を凌駕し

た。フラン圏は５０年代においてフランス貿易

にとってなお重要な意義を有していた。しかし

ながら，変化も見られた。１９５３年になるとフ

ラン圏への輸出の減少と外国への輸出の増大が

看取された。こうした外国への輸出の増大は，

ヨーロッパへの輸出拡大に伴うものであり，フ

ランスが戦前と同様に再びヨーロッパとの貿易

関係を強化しつつあることを示すことになっ

た。

かかる貿易関係の強化には，１９５０年から開

始された OEEC 諸国での貿易自由化率の増大

が大きく関わっていた。５０年代において国際

収支の危機により５２年と５７年の二度にわたり

貿易自由化を停止したフランスとは対照的に

OEEC 加盟国の自由化率は平均で５０年の５６％

から５７年には８３％ にまで上昇し，とりわけ自

由化率の高い西ドイツとイタリアへの輸出が拡

大することになった。この結果，５３年には西

ドイツがフランスの外国貿易でイギリスを抜い

て最大の輸出市場になった。輸入では，５７年

まで合衆国がフランス貿易最大の市場であった

が，ヨーロッパについて言えば４８年以後西ド

イツが最大の輸入市場となった。こうして，フ

ランスの外国貿易に占める西ドイツの割合は，

輸出では５０年の１２．２％ から５７年の１６．６％ に

拡大し，輸入も同期間で８．９％ から１４．６％ に

増大した。

こうした西ドイツとの貿易において，フラン

スは，戦前から競争上優位にあった繊維製品と

食料品に加え石炭，鉄鋼を輸出し，他方で輸入

については自由化措置の停止に見られるように

保護主義的対応を行いながら，鉄鋼業の生産拡

大に伴い需要の増大した石炭と機械を中心とす

る工業製品の輸入を拡大した。こうした展開の

もとで，５０年代後半には鉄鋼輸出の一層の拡

大が見られるとともに，機械などの設備完成品

の輸出も行われることになった。この内，輸送
２５）R. Frank, op.cit., p. ４０.
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用機械を除けば，５０年代前半にはほとんど輸

出競争力を持ち得なかった機械製品の輸出が

５０年代後半から見られたことは，主として農

産物と消費完成品に支えられていたフランスの

輸出構造に少しずつではあるが変化が生まれつ

つあることを示している。しかしながら，フラ

ンスの対西ドイツ貿易収支が５０年代において

５４年と５５年の２カ年を除きフランスの赤字で

あり，しかも最大の赤字産品が機械であったこ

とも最後に指摘しておく必要があろう。西ドイ

ツとの貿易は「ダイナミック」な部門を中心にフ

ランスの輸出拡大をもたらしたものの，フラン

スの戦前からの貿易構造を変えるまでには至ら

なかったのである。

付記

本論文は，２００７－８年度科学研究費基盤研究（c）の

成果の一部である。
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